
2022年度　全学内部質保証（結果） 202３年度　全学内部質保証
PLAN(計画） ACTION（次への改善） PLAN(計画）

評価
評価の理由/課題
/根拠データ等

①-１学部・研究科および全学委員会のPDCAサイクル
実施と公表
①-2自己点検報告書の公表
①⁻3ガバナンスコードの点検および公表

①-１　２０２２年３月に１９の作業部会
からの年度ＰＤＣＡサイクル提出、４
月にっ作業部会報告チェック、５月に
作業部会相互でのピアレビューの結
果を６月大学運営会議で報告、７月に
ホームページに掲載した。
①-2　　　２０２２年３月現在作成中
①-3　ガバナンスコードについての点
検を行い、項目についての公表は施
行した

①-1　100％
①-2　0％
①-3　50%

予定通りの実施が行うことがほぼで
きている。
ただし①－３については内容討議に
至らなかったため不十分である

概ね良好と考え
ているが①－３
については来年
度の課題であ
る。

①-１学部・研究科および全学委員会のPDCAサイクル
実施と公表
①-2自己点検報告書の公表
①⁻3ガバナンスコードの点検および公表については
2023年度のPLANとしたい。

①-１学部・研究科および全学委員会のPDCAサイクル実
施と公表
①-2自己点検報告書の公表
①⁻3ガバナンスコードの点検および公表（2022年度不十
分であった事項についても確認する）

②-1全学FDの実施
②-2教員、職員を対象にしたオンラインFDの実施

②-1全学FD　予定回数実施した
②-2教員、職員を対象にしたオンライ
ンFDの実施
2022年度オンラインFD（全学FD以
外）

2022年6月14日　玉川大学　菊池
重雄先生「DP設定とその留意点につ
いて」
2022年7月11日　大阪公立大学高
専 　北野健一先生　ティーチング
ポートフォリオ
2022年10月25日　瀧本社会連携
室室長　「地域社会（　　）学生（　　）
大学、もしもあなたが（　　）だった
ら？」
2022年12月2日　西方教務部長
全学教務委員会の現状
2023年1月23日　福井副学長　本
学会議の問題点とご提案
2023年2月17日　飯島学生部長
学生部の現状について

②-1　2022年
9月　2023年3
月の2度実施し
た。
②-2　②ー１以
外に6回実施し
た。

2回の実施および、アンケート実施、ア
ンケートまとめ実施を行ったためすべ
ての実施を行うことができた。

全ての実施を
行ったため概ね
良好と考えてい
る。

来年度の実施も今年度と同様に様々な話題提供を行
う。

②-1全学FDの実施
②-2教員、職員を対象にしたオンラインFDの実施

③外部評価懇談会の実施 2022年9月15日Teamsにて3名の
外部評価委員を交え、外部評価懇談
会を実施した。

100% 実施後アンケートを実施し学内公表
を行い、議事録は2022年10月に
ホームページに掲載したことから全て
施行できた。

全ての実施を
行ったため概ね
良好と考えてい
る。

一つ一つの項目の実施責任者、実施時期を決定するこ
とが重要であると考えられる。

③外部評価懇談会の実施

④改革総合支援事業について　本委員会で計画・執行
を担当する

改革総合支援実施の特別チームをつ
くり、委員会で連携を行い、トップダウ
ンの必要性のあるもの、ボトルアップ
で行い必要性のあるもので各委員で
分担し可及的に実施できる体制を
とった。

100% 学内で意思統一を図ることが難しい
事項について整理したが、クォーター
制のように学部間などで統一を図る
必要性のあるものについては意思統
一を図ることが難しかった。そのため
タイプ１については点数上昇をしたも
の補助金獲得には至らないと考えら
れる。

補助金獲得には
至らず実施体制
を改めて考える
必要がある。

改革総合支援タイプ１については、補助金獲得の可否に
至らない場合においても早期に学内の意思統一を図り
今後の大学運営に活かすことが大学全体の生き残りに
もかかってくるため一つ一つの事項を丁寧に検討し、大
学全体でのトップダウンでの実施も考慮する。

④改革総合支援事業について　本委員会で計画・執行を担
当する

⑤各学部DP改訂 学部長および教務委員長を中心に各
学部でのDP策定を行い、その後4学
部長と教学担当副学長での大学全体
のDPの議論の末、内部質保証委員
会で承認された。

100% 3月までに各学部、各研究科において
DP,ＣＰAP策定を終了した。

すべて実施終了
した。

DPについては、常に各学部研究科で注目し続け、現状
に合わせて不断なく改革を進めることが理想的である。

P:目標を策定、実現するための具体的な方法を考える。
A:課題や問題点についての改善、対策を行い、次への
「PLAN」へ繋げる

DO(実施） CHECK(評価）

P:目標を策定、実現するための具体的な方法を考える。 D:計画を実行しその効果を測定する。
実施状況
(実施率）

C:目標とその実践の差異、実践した行動の評価・分析を行う。
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